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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年5月6日(2010.5.6)

【公開番号】特開2008-29879(P2008-29879A)
【公開日】平成20年2月14日(2008.2.14)
【年通号数】公開・登録公報2008-006
【出願番号】特願2007-272225(P2007-272225)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３４２　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３４３　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３４５　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３４６Ｂ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３４７　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月19日(2010.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の遊技機が設置される遊技機設置島であって、
　前記遊技機設置島の下部に配設され、前記遊技機による遊技に使用する遊技球を貯留す
る下部タンクと、
　前記下部タンクに貯留された遊技球を前記遊技機設置島の上部に揚送するとともに、該
揚送した遊技球を揚送球排出口から排出する揚送装置と、
　前記遊技機設置島の上部に配設され、前記揚送装置の揚送球排出口から排出された遊技
球を貯留する上部タンクと、
　該上部タンクに貯留された遊技球を、隣接する遊技機設置島の上部タンクである隣接上
部タンクに移送するための第１移送樋と、
　前記隣接上部タンクに貯留された遊技球を、前記上部タンクに移送するための第２移送
樋と、
　前記上部タンクの前記隣接上部タンクに対向する対向面に複数形成され、該上部タンク
に貯留された遊技球を前記第１移送樋に流出させる流出口と、
　該流出口よりも下方位置に複数形成され、前記第２移送樋からの遊技球が流入する流入
口と、
　を備え、
　前記第１移送樋は、前記複数の流出口のうちいずれかに選択的に接続され、
　前記第２移送樋は、前記複数の流入口のうちいずれかに選択的に接続され、
　前記複数の流出口のうち第１移送樋が接続されない流出口を閉塞する第１閉塞部材と、
　前記複数の流入口のうち第２移送樋が接続されない流入口を閉塞する第２閉塞部材と、
　前記複数の各流入口それぞれの内側に対応して設けられ、該流入口から前記上部タンク
の内側に向けて下方に傾斜する傾斜部と、
　前記複数の流出口のうちいずれかに選択的に取り付けられる第１接続部材と、
　前記複数の流入口のうちいずれかに選択的に取り付けられる第２接続部材と、
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　を備え、
　前記第１接続部材は、前記流出口に取り付けられた状態において該流出口から前記上部
タンクの外側に延設され、前記第１移送樋の端部を接続可能な第１接続部を有し、
　前記第２接続部材は、前記流入口に取り付けられた状態において該流入口から前記上部
タンクの外側に延設され、前記第２移送樋の端部を接続可能な第２接続部を有する、
　ことを特徴とする遊技機設置島。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の遊技機設置島は、
　複数の遊技機が設置される遊技機設置島であって、
　前記遊技機設置島の下部に配設され、前記遊技機による遊技に使用する遊技球を貯留す
る下部タンクと、
　前記下部タンクに貯留された遊技球を前記遊技機設置島の上部に揚送するとともに、該
揚送した遊技球を揚送球排出口から排出する揚送装置と、
　前記遊技機設置島の上部に配設され、前記揚送装置の揚送球排出口から排出された遊技
球を貯留する上部タンクと、
　該上部タンクに貯留された遊技球を、隣接する遊技機設置島の上部タンクである隣接上
部タンクに移送するための第１移送樋と、
　前記隣接上部タンクに貯留された遊技球を、前記上部タンクに移送するための第２移送
樋と、
　前記上部タンクの前記隣接上部タンクに対向する対向面に複数形成され、該上部タンク
に貯留された遊技球を前記第１移送樋に流出させる流出口と、
　該流出口よりも下方位置に複数形成され、前記第２移送樋からの遊技球が流入する流入
口と、
　を備え、
　前記第１移送樋は、前記複数の流出口のうちいずれかに選択的に接続され、
　前記第２移送樋は、前記複数の流入口のうちいずれかに選択的に接続され、
　前記複数の流出口のうち第１移送樋が接続されない流出口を閉塞する第１閉塞部材と、
　前記複数の流入口のうち第２移送樋が接続されない流入口を閉塞する第２閉塞部材と、
　前記複数の各流入口それぞれの内側に対応して設けられ、該流入口から前記上部タンク
の内側に向けて下方に傾斜する傾斜部と、
　前記複数の流出口のうちいずれかに選択的に取り付けられる第１接続部材と、
　前記複数の流入口のうちいずれかに選択的に取り付けられる第２接続部材と、
　を備え、
　前記第１接続部材は、前記流出口に取り付けられた状態において該流出口から前記上部
タンクの外側に延設され、前記第１移送樋の端部を接続可能な第１接続部を有し、
　前記第２接続部材は、前記流入口に取り付けられた状態において該流入口から前記上部
タンクの外側に延設され、前記第２移送樋の端部を接続可能な第２接続部を有する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、遊技機設置島の上部タンク間に第１移送樋及び第２移送樋を架設す
る際において、複数設置されたうちの一部の遊技機設置島間の第１移送樋や第２移送樋が
遊技店の構造物に干渉することがあっても、上部タンクに対する第１移送樋や第２移送樋
の接続位置を選択するだけで現場にて容易に行うことができ、これにより遊技店の構造物
との干渉を容易に回避できるため、遊技店の負担が効果的に軽減されるばかりか、遊技機
設置島の仕様の共通化を図ることができる。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　一方の側板５１の外面所定箇所には、前記揚送装置３２５を上部タンク３の内部方向に
収容する上下方向に延びる収容凹部５４が内部に向けて凹設されている。また、前後の両
側板５１、すなわち、当該遊技機設置島１に隣接配置される他の遊技機設置島１’の上部
タンク３と対向する対向面には、前述した受渡し樋４００、４０１の端部が接続される流
入口５５ａ、５５ｂ及び流出口５６ａ、５６ｂが形成されている。流入口５５ａ、５５ｂ
は、側板５１の長手方向に並設される２つの流入口５５ａ、５５ｂからなり、これら流入
口５５ａ、５５ｂは、側板５１における底板５２の配置位置よりも下方位置に形成されて
いる。また、流出口５６ａ、５６ｂは、側板５１の長手方向に並設される２つの流出口５
６ａ、５６ｂからなり、これら流出口５６ａ、５６ｂは、側板５１における底板５２の配
置位置よりも上方位置に形成されている。すなわち、流入口５５ａ、５５ｂは流出口５６
ａ、５６ｂよりも下方に形成されている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　本発明の請求項１は、
　複数の遊技機（パチンコ機２）が設置される遊技機設置島（１、１’）であって、
　前記遊技機設置島の下部に配設され、前記遊技機による遊技に使用する遊技球（パチン
コ球）を貯留する下部タンク（９Ｌ、９Ｒ）と、
　前記下部タンクに貯留された遊技球を前記遊技機設置島の上部に揚送するとともに、該
揚送した遊技球を揚送球排出口（３２８）から排出する揚送装置（３２５）と、
　前記遊技機設置島の上部に配設され、前記揚送装置の揚送球排出口から排出された遊技
球を貯留する上部タンク（３）と、
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　該上部タンクに貯留された遊技球を、隣接する遊技機設置島の上部タンクである隣接上
部タンクに移送するための第１移送樋（４００または４０１）と、
　前記隣接上部タンクに貯留された遊技球を、前記上部タンクに移送するための第２移送
樋（４０１または４００）と、
　前記上部タンクの前記隣接上部タンクに対向する対向面に複数形成され、該上部タンク
に貯留された遊技球を前記第１移送樋に流出させる流出口（５６ａ，５６ｂ）と、
　該流出口よりも下方位置に複数形成され、前記第２移送樋からの遊技球が流入する流入
口（５５ａ，５５ｂ）と、
　を備え、
　前記第１移送樋は、前記複数の流出口のうちいずれかに選択的に接続され、
　前記第２移送樋は、前記複数の流入口のうちいずれかに選択的に接続され、
　前記複数の流出口のうち第１移送樋が接続されない流出口を閉塞する第１閉塞部材（蓋
部材）と、
　前記複数の流入口のうち第２移送樋が接続されない流入口を閉塞する第２閉塞部材（蓋
部材）と、
　前記複数の各流入口それぞれの内側に対応して設けられ、該流入口から前記上部タンク
の内側に向けて下方に傾斜する傾斜部（傾斜部５９ｂ）と、
　前記複数の流出口のうちいずれかに選択的に取り付けられる第１接続部材（８５）と、
　前記複数の流入口のうちいずれかに選択的に取り付けられる第２接続部材（８２）と、
　を備え、
　前記第１接続部材は、前記流出口に取り付けられた状態において該流出口から前記上部
タンクの外側に延設され、前記第１移送樋の端部を接続可能な第１接続部（外片８５ｂ）
を有し、
　前記第２接続部材は、前記流入口に取り付けられた状態において該流入口から前記上部
タンクの外側に延設され、前記第２移送樋の端部を接続可能な第２接続部（外片８２ｂ）
を有する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図３】

【手続補正１４】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】



(7) JP 2008-29879 A5 2010.5.6

【図７】
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